
救急搬送において受入に至らなかった理由

○ 救急搬送において受入に至らなかった理由＊１として、以下の項目が挙げられている。

＊１ 救急搬送における医療機関の受入状況等実態調査 （総務省消防庁 平成２０年３月１１日）
平成１９年中に行われた救急搬送のうち、重症以上傷病者搬送人員530,671人から転院搬送を除いた119,046について調査した結果

＊２ 実態調査のうち集計可能な宮城県、埼玉県、東京都、静岡県、愛知県、広島県、福岡県における数値

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

処置困難 ベッド満床
手術中・患者

対応中
専門外 医師不在 初診

（かかりつけ医なし）

理由不明
及びその他

２２．９％ ２２．２％ ２１．０％ １０．４％ ３．５％ ０．２％ １９．７％

※ いずれも、消防隊員が、医療機関に依頼したものの受入に至らなかった事案において、医療機関との電話での
やりとりの中で聞き取った内容を、消防側の判断で、上記１～７に割り振り集計したもの

２ ３ １

ベッド満床
手術中・ 患者

対応中
処置困難

３７．８％ ３４．５％ １２．７％

表２． 第三次救急医療機関に限ったもの＊２

表１． 受入に至らなかった理由ごとの件数 （医療機関の区分によらず集計したもの）

１ ３ ２

処置困難
手術中・患者

対応中
ベッド満床

３９．０％ １６．２％ １５．６％

表３． 第二次救急医療機関以下に限ったもの＊２

平成20年10月11日「医療保険行政の現状と展望」厚生労働省保険局 医療課長 佐藤敏信氏の資料より引用
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日本慢性期医療協会

実施時期 ： 平成20年5月～6月
調査対象 ： 日本慢性期医療協会会員740病院
回 答 ： 介護療養型医療施設 287病院

医療療養病床 366病院

療養病床を対象とした急性期医療との連携に関する
アンケート調査
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回答病院数 割合（%）

積極的に参加したい 241 76.0

条件付きで参加したい 56 17.7

参加したくない 7 2.2

その他 12 3.8

無回答 1 0.3

合計 317 100.0

１．もし、あなたの医療圏で2次救急・3次救急と療養型病院との間に
連携システムを作る事になれば参加されますか？

救急医療と療養病床との連携に関するアンケート調査より

積極的に参加
したい
76.0%

条件付きで
参加したい

17.7%

参加したくない
2.2%

その他
3.8% 無回答

0.3%

（※回答施設数 n=317）
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